















































































































































































































































































































































































































































































指 導 上 の 留 意 点学　　習　　活　　動過程
１　ルールの確認と準備体操を行う。
〇ワークシートを使用する。
〇通常の準備体操と肩回りのストレッチを多め
に取り入れることで怪我防止につながる。
２　③で行った試合と本時で行った試合の違い
について考えさせる様に声かけをする。
〇試合中は，オリジナルルールに則って審判を
行う。
〇怪我がないように観察を行う。
３　ワークシートに試合の振り返りを行わせ，
発表させる。
１　前時で決まったルールの確認と準備体操
を行う。
〇怪我防止のために準備体操をする。
２　オリジナルルールを活用して試合を行う。
〇前後半10分の計20分間で試合を行う。
３　本時のまとめ
〇試合の振り返りを行い，発表する。
導入
展開
終結
決めたルールでハンドボールしてみよう
３　評価
　ここでは，本授業の評価について考察を行う。
まず，評価の資料として用いるのは，第３次⑦で
用いるワークシート（「単元全体を通して，ルー
ルに対する考えはどう変わりましたか？」）におけ
る生徒の記述である
10）
。
　表４は，ワークシートの記述を評価するための
ルーブリックである。評価規準は，「ルールに関
する記述がなされているか」，「具体例を用いて記
述されているか」，「将来の展望があるか」の３つ
であり，右列にある評価規準をより重視する項目
とし，５段階評価とした。また，基準としては，
まず，評価１「ワークシート記述がない，ルール
に関する記述がない場合」，評価２は「ルールに
関する記述がある場合」，評価３は「ハンドボー
ルのルールを用いて記述されている場合」，評価４
は「ハンドボールのルール以外の身の回りのルー
ルを用いて記述されている場合」，評価５は「こ
れからの生活でルールの活用が具体的に考えられ
ている場合」とした。 
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表４　単元「オリジナルルールを作ってみよう」のルーブリック
将来の展望があるか具体例を用いて記述されているか
ルールに関する記
述がされているか
時数
これからの生活でルールの活
用が具体的に考えられている
〇〇評価５
×
ハンドボールのルール以外の身の回り
のルールを用いて記述されている
〇評価４
×
ハンドボールのルールを用いて記述さ
れている
〇評価３
××
ルールに関する記述
がされている
評価２
××記述なし，関連なし評価１
（筆者作成）
　想定される各段階の作品として評価５，評価３，
評価１の例を提示する
11）
。なお，記述例は筆者に
よるものである。
〇評価５
　ここに位置づく生徒の作品は，ルールに関する
記述があり，授業内容（ハンドボール）のルール
から自分の身の回りのルールに置き換えて考えて
おり，これからの生活でルールの活用が具体的に
考えられている記述がみられるものである。
　＜記述例＞
〇評価３
　ここに位置づく生徒の作品は，ルールに関する
記述があり，授業内容（ハンドボール）のルール
を用いた考察が行われている記述である。評価３
に位置づき，また，平均に位置づく記述例として
位置付けている。
　＜記述例＞
〇評価１
　この評価は，ルールに対する関心が読み取れな
い場合，多くは無回答の状態に付けている。
ハンドボールをしてみてルールは守らされて
いるものではなく，自分たちの自由や安全のた
めにあり，そのルールも自分たちに合ったルー
ルに変更することができる。
ルールは守らされているものではなく，自分た
ちの自由や安全のためにあり，そのルールも自
分たちに合ったルールに変更することができ
る。
これから学習する憲法もルールであり，憲法改
正のニュースなどあるので政治に参加して自
分たちにあうルールに変更できるのではない
かと思った。
Ⅴ　本研究の成果と課題
　本研究の成果は，２点あげることができる。
　１点目は，教科横断型の授業を開発するにあた
り，「ルール」「決まり」に着目し，「社会科」と
「保健体育科」の中学校における学習指導要領や
教科書の分析した結果，教科の特質による「ルー
ル」や「決まり」の扱いの違いを明らかにした点
である。
　２点目は，社会科と保健体育科の教科横断型授
業を提案した点である。小学校と異なり中学校で
は教科担任制となり，他教科との連携は難しい状
況にある。しかし，最終的なゴールは共通する教
科も多く，また，教科横断型をすることで１つの
視点でしか考えられなかったものが多面的に物事
を考えることが可能となる。本研究ではこのこと
を具体的な単元として提案することができた。ま
た，今回は，社会科と保健体育での連携について
まとめたが，他の教科についても同様であると考
えられる。本研究の方法により，社会科と保健体
育科以外の教科においても，教科横断型授業の可
能性が示唆されたといえる。
　今後の課題は，２点あげることができる。
　１点目は，教科横断型の授業の開発である。今
回は社会科と保健体育科で「ルール」「決まり」
の教科横断型の授業開発を行った。他教科と連携
することで広がる知識が存在する。全教科を連携
すればいいというわけではないが，連携すること
で生徒の学習の幅が広がるのならば様々な教科で
教科横断型の授業を開発することが必要である。
　２点目は，理論化にとどまり実践まで至ってい
ない点である。今後は実践を行い，開発した単元
による「ルールについて生徒の意識の変化」を明
らかにし，社会科と保健体育科の連携の在り方を
考える上でのエビデンスを整理していきたい。
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